
私たちの手で支えあいの地域をつくる

▽高齢者支援係（☎２２３局３５３６）　

手づくりの地図で助け合い
　＜中ノ浜サロン＞

　今年で３年目となる中ノ浜サロンは、毎月一回、日
曜日の午前 10時からゲームや体操などが行われてい
ます。２月・５月・８月・12 月の行事は、区との共
催で実施され、高齢者だけでなく子どもたちも参加し
世代間の交流が図られています。
　取材した６月は、災害時に備えての地図づくりを行
っていました。
　地域の高齢化が進むとともに空き家、空き地も増え
ているのが現状です。そのため、地域の実情を確認す
ること、大雨や台風などで避難が必要となったとき
に、高齢者などに声を掛け合って避難する場所、区の危険箇所を確認することを目的に行いました。
　地図づくりは、白紙の模造紙に手書きで作成していきます。一人が持っている情報は限られてい
ますが、みんなが持っている情報を書き込んでいくことで、一枚の大きな地図をつくることができ
ます。この地図には、住宅地図に載っていない路地など、実際に生活していないとわからない情報
も書き込まれました。手書きで地図をつくることは大変な作業でしたが、２時間近くかけて地図が
できあがりました。今回行われた地図づくりは、地域の「今」を映し出すにはとても有効な方法だ
と感じました。

まちかどのステキな人☆
小川昭夫さん　＜中ノ浜区＞

　芦屋町で生まれ育った小川さんは、現役で働いているときから地域
の活動に参加してきました。
　中ノ浜区は、もともと地域行事がさかんで、子ども会や壮年会の活
動が活発に行われていた時期があったため、「サロン活動も区の活性化
のきっかけになる」という小川さんの思いで、平成28年から始まりま
した。サロンがスタートしてからは、地域行事の参加者も増え、地域
のつながりも少しずつ戻ってきたと実感しているそうです。
　小川さんの今の悩みはサロンへの参加者が増えないことです。
　特に 80歳以上の人に参加して欲しいと考えてサロンの内容を企画していますが、なかなか足を運
んでもらえないのが現状です。「参加してみたい」と意欲がある人でも、普段から行事などに参加し
ていないと腰が重くなり、ちょっと顔をだすだけでも勇気が必要だと考える小川さん。皆さんが参
加しやすいように声掛けなどをして、気楽に参加できるように工夫をしています。
　また、過去に町で行われた研修で、「町内会活動の中で人が集まる行事は清掃活動と面白い行事」
だと紹介があったので、区と共催する事業では、くじ引きや子どもが楽しめる行事を心がけて企画
しているとのこと。子どもが参加する企画であれば必然的に親も参加し、多くの人が集い、皆が楽
しめる行事づくりを目指しているそうです。人が集まることで交流が生まれ、新たなつながりが生ま
れることが期待されています。人は誰しも歳をとります。若い人たちが高齢者になっても人が集える
中ノ浜区になるように、焦らずに基盤づくりを継続していきたいと、小川さんは語ってくれました。
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◆
救
急
医
療
は
こ
ち
ら
の
病
院
へ

◦�

受
診
の
と
き
に
持
っ
て
い
く
も
の

　

�

健
康
保
険
証
、
医
療
証
（
高
齢
受
給
者
・

ひ
と
り
親
・
子
ど
も
・
障
害
者
）、
ま

た
は
診
療
依
頼
書
（
生
活
保
護
世
帯
）、

普
段
飲
ん
で
い
る
薬
（
お
く
す
り
手

帳
）。
乳
幼
児
の
場
合
は
追
加
で
、
母

子
健
康
手
帳
、
紙
お
む
つ
、
哺
乳
瓶
、

タ
オ
ル
な
ど

◦
内
科
と
小
児
科

▽�
と
き
　
８
月
11
日
日
、
12
日
月
・
午

前
９
時
～
正
午
（
受
け
付
け
は
午
前

11
時
30
分
ま
で
）、
午
後
１
時
～
５
時

（
受
け
付
け
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

▽�

と
こ
ろ　

遠
賀
中
間
休
日
急
病
セ
ン

タ
ー
（
遠
賀
町
大
字
尾
崎 
お
ん
が
病

院
内
☎
２
８
２
局
９
９
１
９
）

※�

乳
幼
児
の
診
療
は
、
専
門
外
の
医
師

が
担
当
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
必

ず
電
話
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

◦
歯
科

▽�

と
き　

午
前
10
時
～
午
後
５
時
。
受

診
時
は
事
前
に
電
話
で
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

▪�

８
月
13
日
火
・
松
本
歯
科
医
院
（
遠

賀
町
浅
木
☎
２
９
３
局
２
１
４
５
）

▪��

８
月
14
日
水
・
若
松
歯
科
医
院
（
芦

屋
町
中
ノ
浜
☎
２
２
２
局
３
３
３
３
）

▪� �

８
月
15
日
木
・
茂
山
歯
科
医
院
（
中
間

市
土
手
の
内
☎
２
４
５
局
４
０
６
１
）

◆
バ
ス
の
運
行
ダ
イ
ヤ

　

８
月
11
日
日
～
15
日
木

◦�

芦
屋
タ
ウ
ン
バ
ス
＝
土
休
日
ダ
イ
ヤ
で

運
行

◦�

芦
屋
巡
回
バ
ス
＝
12
日
月
の
み
通
常

運
行
（
11
日
日
と
13
日
火
～
15
日
木

は
運
休
）

◦�

北
九
州
市
営
バ
ス
＝
休
日
ダ
イ
ヤ
で

運
行

▽�

問
い
合
わ
せ　

芦
屋
タ
ウ
ン
バ
ス
・

芦
屋
巡
回
バ
ス
＝
地
域
振
興
・
交
通

係
（
☎
２
２
３
局
３
５
３
９
）
北
九

州
市
営
バ
ス
＝
北
九
州
市
交
通
局
向

田
営
業
所
（
☎
６
９
１
局
０
１
３
１
）

◆
お
盆
の
ご
み
と
し
尿
の
収
集

◦�

ご
み　

８
月
14
日
水
、
15
日
木
は
ご

み
の
収
集
を
休
み
ま
す
。

※
13
日
火
は
通
常
通
り
収
集
し
ま
す
。

◦�

遠
賀
・
中
間
リ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
へ
の

ご
み
の
自
己
搬
入

　
�

８
月
14
日
水
、
15
日
木
は
、
受
け
入

れ
を
休
み
ま
す
。

◦�

し
尿　

８
月
14
日
水
、
15
日
木
は
し

尿
の
収
集
を
休
み
ま
す
。
盆
前
に
臨

時
く
み
取
り
を
希
望
す
る
人
は
、
８

月
６
日
火
ま
で
に
直
接
収
集
業
者
へ

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

【
収
集
業
者
連
絡
先
】

　

�

芦
屋
地
区
＝
（
有
）
環
整　
（
☎
２
２

３
局
０
４
０
２
）
山
鹿
地
区
＝
（
有
）

太
洋
社　
（
☎
２
９
３
局
３
３
３
１
）

▽�
問
い
合
わ
せ　

ご
み
収
集
＝
環
境
・

公
園
係
（
☎
２
２
３
局
３
５
３
８
）、

し
尿
収
集
＝
下
水
道
係
（
☎
２
２
３

局
３
５
４
９
）

◆
精
霊
流
し
を
行
い
ま
す

　

観
光
協
会
で
は
、
水
に
溶
け
る
灯
ろ

う
を
用
意
し
、
環
境
に
配
慮
し
た
「
精

霊
流
し
」
を
行
い
ま
す
。

▽�

と
き　

８
月
15
日
木
・
午
後
４
時
30

分
～
９
時

▽�

と
こ
ろ　

芦
屋
橋
山
鹿
側
た
も
と（
ヨ

ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
芦
屋
前
）

※�

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ　

芦
屋
町
観
光
協
会（
☎

２
２
１
局
１
０
０
１
）

◆
芦
屋
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催

　

町
民
盆
お
ど
り
大
会

　

芦
屋
町
戦
没
者
慰
霊
町
民
盆
お
ど
り

大
会
が
行
わ
れ
ま
す
。
芦
屋
町
の
伝
統

芸
能
「
は
ね
そ
」
も
披
露
さ
れ
ま
す
。

▽�

と
き　

８
月
16
日
金
・
午
後
７
時
か
ら

※
雨
天
時
は
中
止

▽�

と
こ
ろ　

中
央
公
園
（
船
頭
町
）

▽�

問
い
合
わ
せ　

高
齢
者
支
援
係
（
☎

２
２
３
局
３
５
３
６
）

問い合わせ（市外局番０９３）

☎ 223-3677図 書 館
☎ 222-1681中央公民館

役場・教育委員会 ☎ 223-0881 ㈹

☎ 222-2931芦屋中央病院
☎ 223-0731町民会館 ☎ 222-1981芦屋東公民館

☎ 223-1892山鹿公民館

芦屋歴史の里 ☎ 222-2555
芦屋釜の里 ☎ 223-5881

☎ 222-0181総合体育館

盆
期
間
の
お
し
ら
せ
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日
本
脳
炎
２
期
の
予
防
接
種
を

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か

●
今
す
ぐ
、
母
子
健
康
手
帳
を
確
認
し
よ
う

　

日
本
脳
炎
は
、
ウ
イ

ル
ス
を
持
っ
た
蚊
に
刺

さ
れ
る
こ
と
で
感
染
す

る
病
気
で
す
。
９
～
12

歳
の
人
は
日
本
脳
炎
第
２
期
（
１
回
接

種
）
の
対
象
者
で
す
。

　

乳
幼
児
期
に
受
け
た
日
本
脳
炎
第
１

期
（
初
回
２
回
接
種
＋
追
加
１
回
接
種

の
計
３
回
接
種
）
の
続
き
で
、
免
疫
を

つ
け
る
上
で
と
て
も
大
切
な
接
種
で
す
。

　

第
２
期
の
接
種
を
し
て
い
な
い
人
は

予
防
接
種
を
受
け
、
免
疫
を
つ
け
て
お

き
ま
し
ょ
う
。
未
接
種
の
場
合
は
接
種

し
ま
し
ょ
う
。

※�

平
成
19
年
４
月
２
日
～
21
年
10
月
１

日
に
生
ま
れ
た
人
で
、
22
年
３
月
31

日
ま
で
に
第
１
期
の
接
種
が
終
わ
っ

て
い
な
い
人
は
、
生
後
６
～
90
カ
月

の
間
だ
け
で
な
く
、
９
～
12
歳
の
間

に
も
第
１
期
を
接
種
で
き
ま
す
。
接

種
が
完
了
し
て
い
な
い
人
は
、
医
師

と
相
談
の
上
、
不
足
分
を
接
種
す
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
不
明
な
点
が

あ
れ
ば
、
健
康
づ
く
り
係
へ
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽�

接
種
で
き
る
町
内
の
医
療
機
関

◦
柿
木
医
院
（
☎
２
２
３
局
０
０
２
７
）

◦
須
子
医
院
（
☎
２
２
３
局
０
１
２
６
）

◦�

花
美
坂
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
☎
２
２
３
局

２
５
０
０
）

※�

こ
の
ほ
か
、
福
岡
県
内
の
予
防
接
種

広
域
化
実
施
医
療
機
関
で
も
接
種
で

き
ま
す
。

　

必
ず
医
療
機
関
に
予
約
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
保
護
者
以
外
が
同
伴
す
る

場
合
は
、
委
任
状
が
必
要
で
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　

健
康
づ
く
り
係
（
☎

２
２
３
局
３
５
３
３
）

ハ
ロ
ー
！
Ｂ
ａ
ｂ
ｙ
教
室
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

赤
ち
ゃ
ん
を
迎
え
る
た
め
の
教
室
で
す
。

楽
し
く
子
育
て
の
勉
強
を
し
ま
せ
ん
か
。

▽��

と
き　

８
月
25
日
日
・
午
前
９
時
15
分

～
午
後
０
時
30
分
ご
ろ
（
９
時
か
ら
受

け
付
け
）

▽�

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
和
室

▽�

内
容　

助
産
師
に
よ
る
赤
ち
ゃ
ん
を

迎
え
る
た
め
の
話
、
お
風
呂
の
入
れ

方
（
実
習
）、
マ
タ
ニ
テ
ィ
ヨ
ガ
、
パ

パ
の
妊
婦
体
験
、
栄
養
士
に
よ
る
妊

娠
中
の
栄
養
の
話

▽�

対
象　

妊
婦
と
そ
の
パ
ー
ト
ナ
ー

▽�

参
加
費　

無
料

▽�

持
っ
て
く
る
も
の　

母
子
健
康
手
帳
、

母
子
健
康
手
帳
副
読
本
、
筆
記
用
具
、

バ
ス
タ
オ
ル

▽�

申
し
込
み　

８
月
21
日
水
ま
で
に
、

健
康
づ
く
り
係
（
☎
２
２
３
局
３
５

３
３
）
へ

ひ
と
り
親
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の

出
張
相
談
会
を
芦
屋
町
で
開
催

　

県
で
は
、「
ひ
と
り
親
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
」
を
設
置
し
、
就
業
支
援
や
養
育

費
な
ど
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
。
予
約
優
先
と
な
り
ま
す
の
で
事
前

に
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

と
き　

８
月
29
日
木
・
午
前
10
時
～

午
後
３
時

▽�

と
こ
ろ　

芦
屋
町
役
場
４
階
会
議
室

▽�

予
約
・
問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
ひ
と

り
親
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー　

飯
塚
ブ

ラ
ン
チ
（
☎
〈
０
９
４
８
〉
２
１
局

０
３
９
０
）

人
権
生
活
相
談
所
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

毎
月
２
回
の
定
例
相
談
の
ほ
か
に
、

随
時
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

◎�

８
月
８
日
木
＝
土
肥
孝
明
相
談
員

◎
８
月
22
日
木
＝
橋
本
求
相
談
員

※�
時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
後
２
時
～
４
時

▽�

と
こ
ろ　

芦
屋
東
公
民
館
学
習
室

▽�

相
談
内
容　

人
権
に
関
す
る
こ
と
や

生
活
・
就
職
・
進
学
相
談
な
ど

※�

定
例
日
以
外
の
相
談
は
、
直
接
相
談

員
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎�

土
肥
相
談
員
（
高
浜
町
21
番
18
号
☎

２
２
２
局
０
０
４
４
）

◎�

橋
本
相
談
員
（
幸
町
８
番
18
号
☎
２

２
３
局
３
２
０
３
）

無
料
法
律
相
談

▽�

と
き　

８
月
20
日
火
・
午
後
１
時
30

分
か
ら

▽
と
こ
ろ　

役
場
４
階
会
議
室

▽
定
員　

７
人
（
先
着
順
）

▽�

申
し
込
み　

８
月
５
日
月
か
ら
庶
務

係
（
☎
２
２
３
局
３
５
７
２
）
へ

※�

一
人
あ
た
り
の
面
談
時
間
は
約
20
分

で
す
。
遅
れ
る
と
き
や
相
談
の
取
り

消
し
を
す
る
場
合
は
、
必
ず
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

※�

相
談
の
内
容
に
応
じ
て
、
契
約
書
な

ど
の
関
係
書
類
（
写
し
で
も
可
）
を

持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

身
体
障
が
い
者
の
補
装
具
巡
回
相
談

　

予
約
制
の
た
め
時
間
は
予
約
後
に
別

途
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽�

と
き　

９
月
17
日
火
午
前
10
時
～
正

午
（
受
け
付
け
は
午
前
９
時
30
分
～

11
時
30
分
）

※�

予
約
者
が
20
人
を
超
え
る
場
合
は
午

後
の
相
談
も
行
い
ま
す
。

▽�

と
こ
ろ　

遠
賀
中
央
公
民
館
（
遠
賀

町
大
字
今
古
賀
）

子
育
て

相
談
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▽�

対
象　

身
体
障
害
者
手
帳
を
持
ち
、

肢
体
不
自
由
の
補
装
具
の
交
付
や
修

理
を
希
望
す
る
人

※�

身
体
障
が
い
者
本
人
の
来
場
が
必
要

で
す
（
聴
覚
や
視
覚
な
ど
は
対
象
に

な
り
ま
せ
ん
）。

▽�

内
容　

補
装
具
の
支
給
・
再
支
給
・

修
理
の
相
談
や
判
定

※�

た
だ
し
、
電
動
車
い
す
・
座
位
保
持

装
置
、
重
度
障
害
者
意
思
伝
達
装
置

は
対
象
外
で
す
。

▽�

持
っ
て
く
る
も
の　

身
体
障
害
者
手

帳
・
印
鑑
・
今
持
っ
て
い
る
補
装
具（
再

支
給
・
修
理
の
場
合
）

▽�

申
し
込
み　

８
月
１
日
木
～
22
日
木

に
障
が
い
者
・
生
活
支
援
係
（
☎
２

２
３
局
３
５
３
０
）
へ

体
操
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の

参
加
者
を
募
集

　

自
治
区
公
民
館
で
行
わ
れ
て
い
る
体

操
や
サ
ロ
ン
活
動
な
ど
で
、
参
加
者
と

協
力
し
て
教
室
運
営
を
行
っ
た
り
、
体

操
を
支
援
す
る
サ
ポ
ー
タ
ー
を
養
成
す

る
講
座
で
す
。
体
操
の
学
習
を
し
、
学

ん
だ
こ
と
を
地
域
の
仲
間
に
伝
え
て
い

き
ま
せ
ん
か
。

▽�

と
き　

８
月
29
日
、
９
月
５
日
、
12

日
、
19
日
、
26
日
、
10
月
３
日
、
10
日
、

17
日
（
全
８
回
・
い
ず
れ
も
木
曜
日
）・

午
後
１
時
30
分
～
３
時

▽
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
２
階
会
議
室

▽�

内
容　

ス
ト
レ
ッ
チ
・
筋
力
ア
ッ
プ

体
操
な
ど
の
実
技
。
高
齢
者
の
体
や

認
知
症
、
介
護
予
防
、
教
室
運
営
の

コ
ツ
な
ど
の
学
習

▽�

対
象　

自
治
区
公
民
館
体
操
教
室
や

サ
ロ
ン
活
動
に
参
加
し
て
い
る
人（
予

定
者
含
む
）
で
、
地
域
で
体
操
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
気
持
ち
が
あ
る
人

▽
参
加
費　

無
料

▽
定
員　

20
人

▽�

持
っ
て
く
る
も
の　

タ
オ
ル
、
水
分
補

給
の
飲
み
物
、
筆
記
用
具
、
運
動
し
や

す
い
服
装
と
靴
（
ス
ニ
ー
カ
ー
な
ど
）

▽�

申
し
込
み　

８
月
21
日
水
ま
で
に
高
齢

者
支
援
係
（
２
２
３
局
３
５
３
６
）
へ

福
岡
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

訓
練
生
募
集
（
若
松
区
蜑
住
）

▽�

募
集
科
目
　
①
機
械
Ｃ
Ａ
Ｄ
科
＝
20

人
、
②
プ
ロ
グ
ラ
ム
設
計
科
＝
20
人
、

③
商
業
デ
ザ
イ
ン
科
＝
20
人
、
④
Ｏ

Ａ
事
務
科
＝
20
人
、⑤
建
築
設
計
科
＝

20
人
、
⑥
流
通
ビ
ジ
ネ
ス
科
＝
25
人
・

う
ち
音
声
パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス
（
視
覚

障
が
い
の
あ
る
人
対
象
）
＝
５
人
、

⑦
総
合
実
務
科
（
知
的
障
が
い
の
あ

る
人
対
象
）
＝
20
人

▽
訓
練
期
間
　
１
年
間（
②
の
み
２
年
間
）

▽�

定
員
　
各
20
人
（
⑥
の
み
25
人
う
ち

５
人
は
音
声
パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス
）

▽�

募
集
期
間
　
８
月
１
日
木
～
９
月
27

日
金

▽
入
校
日
　
令
和
２
年
４
月
10
日
金

▽�

問
い
合
わ
せ
　
申
し
込
み
方
法
な
ど

福
岡
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
（
☎

７
４
１
局
５
４
３
１
）、
ま
た
は
近
く

の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ

※�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w
w
.

fukuoka-kunren.net/

遠
賀
郡
消
防
職
員
採
用
試
験

▽�

募
集
人
数　

消
防
士
２
人
程
度

▽�

試
験
日　

10
月
20
日
日

▽�

試
験
会
場　

遠
賀
郡
消
防
本
部
（
遠

賀
町
大
字
広
渡
）

▽�

受
験
資
格　

①
平
成
７
年
４
月
２
日

～
平
成
14
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た

人
で
、
日
本
国
籍
を
有
す
る
人
。
地

方
公
務
員
法
第
16
条
に
該
当
し
な
い

人
。
②
消
防
士
と
し
て
職
務
遂
行
に

必
要
な
身
体
的
条
件
を
有
す
る
人

▽�

申
し
込
み　

８
月
19
日
月
～
９
月

17
日
火
・
遠
賀
郡
消
防
本
部
総
務
課

庶
務
係
へ
持
参
か
郵
送

※�
土
日
祝
日
を
除
く
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分

▽�

申
込
書
の
配
布
場
所　

遠
賀
郡
消
防

本
部
、
芦
屋
分
署
、
岡
垣
出
張
所
、

遠
賀
・
中
間
地
域
広
域
行
政
事
務
組

合
総
務
課

※�

遠
賀
郡
消
防
本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　

遠
賀
郡
消
防
本
部
総

務
課
（
☎
２
９
３
局
８
１
２
３
）

遠
賀
・
中
間
リ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

臨
時
職
員
募
集

▽
募
集
人
数 　

１
人

▽�

勤
務
地　

遠
賀
・
中
間
リ
レ
ー
セ
ン
タ

ー
（
岡
垣
町
糠
塚
）

▽�

業
務
内
容　

電
話
に
よ
る
粗
大
ご
み

収
集
の
受
付
事
務
、
自
己
搬
入
ご
み

受
付
事
務
、
パ
ソ
コ
ン
入
力

▽�

雇
用
期
間　

10
月
１
日
火
～
令
和
２

年
３
月
31
日
火

※�

勤
務
状
況
に
応
じ
て
、
雇
用
期
間
の

更
新
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▽�

勤
務
時
間　

①
午
前
８
時
15
分
～
午

後
５
時
、
②
午
前
８
時
15
分
～
午
後

０
時
15
分
の
い
ず
れ
か

▽�

勤
務
形
態　

週
２
～
４
日
勤
務
、
月

10
～
12
日
程
度
（
半
日
勤
務
を
含
む
）

▽�

賃
金　

①
日
額
６
５
１
０
円
、
②
日

額
３
３
６
０
円

※
交
通
費
の
支
給
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽�

応
募
要
件　

 

土
曜
日
も
ロ
ー
テ
ー
シ

ョ
ン
で
勤
務
可
能
な
人
（
日
曜
、
祝
日

は
休
日
）、簡
単
な
パ
ソ
コ
ン
の
操
作（
エ

ク
セ
ル
、
ワ
ー
ド
）
が
で
き
る
人

▽�

申
し
込
み　

８
月
30
日
金
ま
で
に
履

歴
書
を
遠
賀
・
中
間
リ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

（
☎
２
８
２
局
５
３
４
１
）
に
直
接
提

出
し
て
く
だ
さ
い
（
郵
送
不
可
）。

募
集
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町
民
体
育
祭
へ
の

出
店
者
を
募
集
し
ま
す

▽�

出
店
日
　
10
月
６
日
日
・
午
前
８
時
30

分
～
午
後
２
時
45
分

▽�

出
店
場
所　

総
合
運
動
公
園
中
央
グ

ラ
ウ
ン
ド

※�

出
店
場
所
の
詳
細
は
、
後
日
開
催
す

る
説
明
会
で
抽
せ
ん
を
行
い
、
決
定

し
ま
す
。

▽�

出
店
品
目　

軽
食
、
飲
み
物
（
ア
ル

コ
ー
ル
可
）
な
ど

▽�

出
店
料　

１
０
０
０
円
（
１
店
舗
あ

た
り
の
貸
し
ス
ペ
ー
ス
は
約
20
㎡
）

※�

対
象
は
露
店
営
業
許
可
を
受
け
て
い

る
事
業
者
に
限
り
ま
す
。

※�

テ
ン
ト
は
各
自
で
用
意
し
て
く
だ
さ

い
（
車
で
の
販
売
も
可
能
で
す
）。

※
発
電
機
は
無
料
で
貸
し
出
し
ま
す
。

▽�

申
し
込
み　

８
月
16
日
金
ま
で
に
、

◎
商
工
会
会
員
＝
芦
屋
町
商
工
会

（
☎
２
２
２
局
２
１
１
１
）、
◎
そ
の

ほ
か
の
団
体
（
個
人
）
＝
教
育
委
員

会
社
会
教
育
係
（
☎
２
２
３
局
３
５

４
６
）
へ

町
民
体
育
祭
へ
の

協
賛
者
を
募
集
し
ま
す

　

10
月
６
日
日
、
総
合
運
動
公
園
中
央

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
第
62
回
町
民
体
育
祭
を

行
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
協
賛
し
て
い
た

だ
け
る
事
業
所
・
企
業
、
個
人
を
募
集

し
ま
す
。
協
賛
さ
れ
た
品
物
は
、
各
種

競
技
や
抽
せ
ん
会
の
賞
品
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
町
民
体
育
祭
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
チ

ラ
シ
に
協
賛
者
の
名
前
を
掲
載
し
ま
す
。

▽�

申
し
込
み　

８
月
20
日
火
ま
で
に
、
町

民
体
育
祭
実
行
委
員
会
事
務
局
（
社
会

教
育
係
内
☎
２
２
３
局
３
５
４
６
）
へ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を

活
用
し
ま
せ
ん
か

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

は
、
財
団
法
人
自
治
総
合
セ

ン
タ
ー
が
宝
く
じ
の
普
及
広

報
事
業
と
し
て
、
自
治
区
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
が
行
う
活
動
に

対
し
て
助
成
を
行
う
も
の
で
す
。
令
和
２

年
度
の
助
成
団
体
の
募
集
が
行
わ
れ
ま
す

の
で
、
希
望
す
る
団
体
は
、
役
場
企
画
政

策
課
に
事
前
の
相
談
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽�

対
象
と
な
る
団
体　

自
治
防
犯
組
合
、

自
主
防
災
組
織
、
青
少
年
健
全
育
成

団
体
な
ど
の
各
種
団
体

▽�

①
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業　

地
域
で
行
う
行
事
や
公
民
館
活
動
・

団
体
の
活
動
に
必
要
な
備
品
や
設
備

を
整
備
す
る
費
用
（
助
成
額
は
最
大

２
５
０
万
円
）

　
②�

青
少
年
健
全
育
成
助
成
事
業

�　

�

親
子
で
参
加
す
る
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
や
文
化
・
学
習

活
動
（
教
室
や
講
座
、
講
演
会
、
講

師
謝
金
や
施
設
使
用
料
な
ど
）
の
費

用
（
助
成
額
は
最
大
１
０
０
万
円
）

▽�

事
前
相
談　

８
月
30
日
金
ま
で
に
企

画
係
（
☎
２
２
３
局
３
５
７
０
）
へ

※�

事
業
の
条
件
や
実
施
内
容
な
ど
に
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
条
件
が
あ
り
ま
す
。

福
岡
労
働
局
か
ら

助
成
金
の
お
知
ら
せ

　
詳
し
い
助
成
額
や
条
件
は
、
そ
れ
ぞ

れ
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

1�

業
務
改
善
助
成
金　

◦�

中
小
企
業
事
業
主
が
、
次
の
①
と
②

を
実
施
し
た
際
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

①�

事
業
場
内
で
最
も
低
い
時
間
給
を
30

円
以
上
引
き
上
げ
る
こ
と
。

②�

生
産
性
向
上
の
た
め
の
設
備
投
資
な

ど
を
行
う
こ
と
。

▽�

問
い
合
わ
せ　

福
岡
労
働
局
雇
用
環

境
・
均
等
部
企
画
課
（
☎
〈
０
９
２
〉

４
１
１
局
４
７
６
３
）

�
2�

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
助
成
金
（
賃
金
規

定
等
改
定
コ
ー
ス
）　

◦�
す
べ
て
ま
た
は
雇
用
形
態
別
や
職
種

別
な
ど
一
部
の
有
期
契
約
労
働
者
な

ど
の
基
本
給
の
賃
金
規
定
な
ど
を

２
％
以
上
増
額
改
定
し
、
昇
給
さ
せ

た
際
に
助
成
し
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　

福
岡
労
働
局
福
岡
助

募
集

広
告

広
告

お
し
ら
せ
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成
金
セ
ン
タ
ー
（
☎
〈
０
９
２
〉
４

１
１
局
４
７
０
１
）

夜
間
飛
行
訓
練
を
行
い
ま
す

　

平
日
昼
間
の
訓
練
に
加
え
て
、
次
の

日
程
で
夜
間
飛
行
訓
練
を
行
い
ま
す
。

【
ジ
ェ
ッ
ト
機
】

▽�

と
き
　
８
月
５
日
月
・
６
日
火
・
20
日

火
・
21
日
水
の
日
没
か
ら
午
後
９
時
ご

ろ
ま
で
の
間
（
予
備
日
８
月
７
日
水
・

８
日
木
・
22
日
木
）

【
救
難
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
・
救
難
捜
索
機
】

　

毎
週
月
・
火
曜
日
の
日
没
か
ら
午
後

９
時
ご
ろ
ま
で
行
い
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　

航
空
自
衛
隊
芦
屋
基

地
渉
外
室
（
☎
２
２
３
局
０
９
８
１

内
線
２
５
４
）

芦
屋
町
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

事
業
の
申
請
受
付
開
始

　
消
費
税
率
の
引
上
げ
が
家
計
に
与
え

る
影
響
を
緩
和
す
る
と
と
も
に
、
地
域

の
消
費
を
下
支
え
す
る
た
め
、
10
月
か

ら
使
用
で
き
る
芦
屋
町
プ
レ
ミ
ア
ム
付

商
品
券
事
業
の
申
請
を
８
月
２
日
金
か

ら
受
け
付
け
ま
す
。

▽�

申
請
が
必
要
な
人　

平
成
31
年
度
分
の

住
民
税
（
均
等
割
）
が
非
課
税
の
人

※�

右
記
の
対
象
と
思
わ
れ
る
人
に
は
７

月
に
申
請
書
を
発
送
し
て
い
ま
す
。

※�

平
成
31
年
度
分
の
住
民
税
が
課
税
さ

れ
て
い
る
人
の
配
偶
者
・
扶
養
親
族
、

ま
た
は
生
活
保
護
を
受
給
し
て
い
る

人
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

▽�

受
付
期
間　

８
月
２
日
金
～
11
月
29

日
金
・
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

15
分

※�

平
成
28
年
４
月
２
日
か
ら
令
和
元
年

９
月
30
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
子
ど
も

が
い
る
世
帯
に
は
、
９
月
に
商
品
券

の
購
入
引
換
券
を
発
送
し
ま
す
（
申

請
は
不
要
）。

▽�

受
付
場
所　

福
祉
課
横
特
設
窓
口

※�

詳
細
は
、広
報
あ
し
や（
７
月
15
日
号
）

に
折
り
込
ん
だ
チ
ラ
シ
ま
た
は
芦
屋

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ　

障
が
い
者
・
生
活
支

援
係
（
☎
２
２
３
局
３
５
３
０
）

認
知
症
介
護
者
の
集
い

　

認
知
症
の
人
の
介
護
は
戸
惑
い
が
多

く
、
同
じ
経
験
を
持
つ
皆
さ
ん
が
集
ま

り
よ
り
よ
い
介
護
が
で
き
る
よ
う
に
認

知
症
介
護
者
の
集
い
を
行
い
ま
す
。

▽�

と
き　

８
月
24
日
土
・
午
前
10
時
～

11
時
30
分

▽
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
４
階
会
議
室

▽�

対
象　

認
知
症
の
人
を
介
護
し
て
い

る
人
と
経
験
者

▽�

内
容　

座
談
会
を
中
心
と
し
た
情
報

交
換
・
知
識
の
習
得

▽
参
加
費　

無
料

▽
定
員　

10
人

▽�

申
し
込
み　

８
月
19
日
月
ま
で
に
高

齢
者
支
援
係
（
☎
２
２
３
局
３
５
３

６
）
へ

※�

今
後
の
開
催
予
定
は
11
月
・
２
月
で
す
。

八は
っ
さ
く朔
の
節
句

              

～
記
念
写
真
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
～ 

　

９
月
１
日
は
、
国

選
択
無
形
民
俗
文
化

財
「
八
朔
の
節
句
」

で
す
。
今
年
も
八
朔

の
馬
や
ダ
ゴ
ビ
ー
ナ

を
飾
っ
て
初
節
句
の

お
祝
い
を
す
る
家
庭
を
対
象
に
、
プ
ロ

の
カ
メ
ラ
マ
ン
が
伺
い
、
記
念
写
真
を

撮
り
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

※�

撮
影
の
日
時
は
、
カ
メ
ラ
マ
ン
か
ら
連

絡
し
ま
す
。

▽�

申
し
込
み　

８
月
4
日
日
～
18
日
日
・

午
前
９
時
～
午
後
５
時
に
、
芦
屋
歴
史

の
里
（
☎
２
２
２
局
２
５
５
５
）
へ

※
月
曜
日
は
休
館
で
す
。

中
央
公
民
館
講
座
④

「
70
歳
か
ら
～
も
っ
と
元
気
に
も
っ
と
き

れ
い
に
」

　

70
歳
を
過
ぎ
る
と
健
康
保
険
で
も
高

齢
者
扱
い
に
な
り
、
急
に
老
け
込
む
人

も
少
な
く
な
い
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
70

歳
を
過
ぎ
て
か
ら
が
人
生
の
大
き
な
分

か
れ
道
。
も
っ
と
元
気
に
も
っ
と
き
れ
い

に
生
き
る
コ
ツ
を
講
師
が
分
か
り
易
く

解
説
し
ま
す
。
ま
た
、
保
健
師
に
よ
る
血

圧
測
定
・
体
脂
肪
測
定
・
健
康
相
談
な

ど
の
健
康
フ
ェ
ア
も
同
時
に
行
い
ま
す
。

▽�

と
き　

８
月
21
日
水
・
午
後
１
時
30

分
～
３
時

※�

健
康
フ
ェ
ア
は
午
後
1
時
～
１
時
30

分
、
講
演
後
30
分
間

▽�

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
２
階
会
議
室

▽�

講
師　

小
野
村
健
太
郎
さ
ん
（
お
の

む
ら
医
院
院
長
）

▽�

参
加
費　

無
料

▽�

問
い
合
わ
せ　

中
央
公
民
館
（
☎
２

２
２
局
１
６
８
１
）

広
告

PETがん健診は

で早期発見！がん健診は、PositoronEmissionTomography
（陽電子放 射 断層撮 影）

資料請求
お問い合わせ

①お電話ください ②インターネットにて
0120-66-2503 北九州 PET 検索

PCサイト〒803-0812 北九州市小倉北区室町3-1-2 （代）TEL.093-591-2503

ぜひ、このような方は
PETがん健診をお受けください。

“健康のための道しるべ”“健康のための道しるべ”

●健康状態に不安のある方 
●がん家系の方 
●安心したい方
●がん経験者（再発および転移の確認）
●人間ドックやがん検診を受けていない方

ずっと元気で
いてほしいから
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ギ
ャ
ラ
リ
ー
あ
し
や
特
別
展

「
石
橋
髙た

か

し次
絵
画
展
」
の
お
知
ら
せ

▽�

と
き
　
９
月
７
日
土
～
23
日
月
・
午

前
９
時
～
午
後
５
時
（
最
終
日
は
午

後
４
時
ま
で
）

※
9
月
９
日
月
は
休
み
で
す
。

▽�

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
３
階
ギ
ャ
ラ

リ
ー
あ
し
や

▽�

内
容　

芦
屋
町
出
身
の
芸
術
家
、
石
橋

髙
次
さ
ん
の
作
品
展
で
す
。
油
絵
や
水

彩
画
を
は
じ
め
、
石
橋
さ
ん
独
自
の
手

法
で
描
か
れ
た
シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー
ン
ア

ー
ト
な
ど
、
鮮
や
か
な
色
彩
を
放
つ
作

品
の
数
々
を
展
示
し
ま
す
。

《
会
期
中
イ
ベ
ン
ト
》

【
共
通
項
目
】

▽�

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
３
階
ギ
ャ
ラ

リ
ー
あ
し
や

▽�

問
い
合
わ
せ　

中
央
公
民
館
（
☎
２

２
２
局
１
６
８
１
）

※
月
曜
日
は
休
館
で
す
。

1
石
橋
髙
次
絵
画
展 

記
念
ラ
イ
ブ

▽�

と
き　

９
月
７
日
土
・
午
後
３
時
～
４
時

▽�

内
容　

絵
画
展
開
催
の
記
念
ラ
イ
ブ

で
す
。
作
者
の
石
橋
髙
次
さ
ん
を
は

じ
め
、
山
元
ビ
ル
ダ
ー
ズ
（
山
元
章

弘
さ
ん
、
山
元
彪
ノ
介
さ
ん
、
飯
田

承
孝
さ
ん
）
に
よ
る
ゲ
ス
ト
ラ
イ
ブ

も
あ
り
ま
す
。

▽�

申
し
込
み
　
不
要

2
ギ
ャ
ラ
リ
ー
あ
し
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　「
シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー
ン
講
座
」

▽�

と
き　

９
月
15
日
日
・
午
後
１
時
～

４
時

▽�

内
容　

石
橋
髙
次
さ
ん
に
よ
る
シ
ル

ク
ス
ク
リ
ー
ン
講
座
で
す
。
シ
ル
ク

ス
ク
リ
ー
ン
の
技
法
に
よ
る
手
刷
り

を
体
験
で
き
ま
す
。

▽�

対
象　

小
学
1
年
生
以
上
（
小
学
３

年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

▽
定
員　

15
人
（
先
着
順
）

▽
参
加
費　

１
０
０
円
（
材
料
代
）

▽�
申
し
込
み
　
８
月
３
日
土
～
９
月
12

日
木
・
午
前
９
時
～
午
後
５
時
に
、

中
央
公
民
館
（
☎
２
２
２
局
１
６
８

１
）
へ

※
月
曜
日
は
休
館
で
す
。

3
石
橋
髙
次 

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

▽�

と
き　

９
月
21
日
土
・
午
後
２
時
～

３
時
30
分

▽�

内
容　

石
橋
髙
次
さ
ん
に
よ
る
、
自

身
の
作
品
に
関
す
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト

ー
ク
で
す
。

▽�

申
し
込
み
　
不
要

Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｙ
Ａ
シ
ン
フ
ォ
ニ
ッ
ク

吹
奏
楽
団
定
期
演
奏
会

▽�

と
き　

８
月
25
日
日
・
午
後
５
時
か
ら

（
開
場
は
４
時
30
分
か
ら
）

▽�

と
こ
ろ　

町
民
会
館
大
ホ
ー
ル

お
し
ら
せ

８月１日木アッシーグラウンド始動！
総合運動公園に健康広場を整備しました

　総合体育館裏（芦屋中央病院横）の造
成地にあるグラウンドを健康広場として
整備しました。名称はアッシーグラウン
ドです。家族や仲間といっしょに利用し
てみませんか。利用開始は８月１日木か
らです。

▽主な整備内容
◦�軽スポーツができるグラウンドエリア
を整備
◦芝生エリアを整備
◦�広場の外周に衝撃吸収性に優れた舗装
材のウォーキングコースを設置
◦�ストレッチなどができる健康遊具を設置
◦�休憩スペース（東屋、パーゴラ、ベンチ）
◦屋外トイレを設置
◦駐車場を整備

グラウンド

ウォーキングコース 健康遊具

休憩所

広報あしや　2019.8.1 ⑯



▽�

曲
目　

ア
ラ
ジ
ン
メ
ド
レ
ー
、
Ｓ
ｉ

ｎ
ｇ
，
Ｓ
ｉ
ｎ
ｇ
， 

Ｓ
ｉ
ｎ
ｇ
、
ハ

ル
ノ
ヒ
、〈
Ｎ
Ｈ
Ｋ
〉
２
０
２
０
応
援

ソ
ン
グ
「
パ
プ
リ
カ
」
ほ
か

▽�

参
加
費　

５
０
０
円

※�

小
学
生
以
下
は
無
料
で
す
。

▽�

申
し
込
み　

Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｙ
Ａ
シ
ン
フ

ォ
ニ
ッ
ク
吹
奏
楽
団
（
☎
０
８
０

－

１

７
２
４

－

４
６
１
７
）

新
し
い
教
育
委
員
が

決
ま
り
ま
し
た

　

６
月
12
日
付

け
で
新
し
い
教

育
委
員
が
決
ま

り
ま
し
た
。

▽�

氏
名
　
吉
﨑
強
志
さ
ん

▽�

任
期
　
６
月
12
日
～
令
和
５
年
6
月

11
日

▽�

問
い
合
わ
せ　

学
校
教
育
係
（
☎
２

２
３
局
３
５
４
７
）

第
一
緑
ヶ
丘
区
長
が

交
代
し
ま
し
た

　

第
一
緑
ヶ
丘

区
長
が
交
代
し

ま
し
た
の
で
、
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

◦
地
区
名　

第
一
緑
ヶ
丘
区

◦
氏
名　

高
宮
政
司
さ
ん

▽�

問
い
合
わ
せ　

地
域
振
興
・
交
通
係

（
☎
２
２
３
局
３
５
３
９
）

　
遠
賀
川
物
語
④

中
世
文
学
に
登
場
す
る
遠
賀
川

宗そ
う
ぎ祇
が
名
歌
を
残
す

　

中
世
文
学
の
花
形
で
あ
っ
た
連れ
ん
が歌
。そ

の
連
歌
の
大
成
者
で
あ
っ
た
の
が
、飯い
い
お尾

宗
祇
（
１
４
２
１
～
１
５
０
２
年
）
で

す
。
和
歌
の
西
さ
い
ぎ
ょ
う行
、俳
句
の
芭ば
し
ょ
う蕉
と
並
ぶ

漂
泊
の
歌
人
で
し
た
。

　

宗
祇
は
、
連
歌
指
導
に
各
地
を
遍
歴
し

て
、
そ
の
つ
ど
紀
行
文
を
書
き
残
し
て
い

ま
す
。室
町
時
代
、山
口
を
拠
点
と
し
た
守

護
大
名
の
大
内
政
弘
が
宗
祇
を
招
い
た
の

は
文
明
12
（
１
４
８
０
）
年
で
、
同
年
博

多
へ
の
旅
を
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

宗
祇
は
９
月
６
日
、
山
口
を
出
発
し
、

赤
間
関
か
ら
若
松
へ
、さ
ら
に
木
屋
瀬
か

ら
遠
賀
川
筋
を
上
流
に
歩
い
て
、16
日
は

現
・
飯
塚
市
（
旧
：
筑
穂
町
）
長
尾
で
連

歌
会
を
催
し
、そ
こ
か
ら
米
ノ
山
峠
を
越

え
、18
日
太
宰
府
天
満
宮
に
参
っ
て
博
多

に
滞
在
し
ま
し
た
。
帰
り
は
、10
月
は
じ

め
に
出
発
し
て
香
椎
、
芦
屋
、
若
松
を

通
り
、
同
月
12
日
に
山
口
に
着
き
ま
し

た
。
そ
の
間
、
各
所
で
連
歌
の
会
を
催

し
、
大
内
配
下
の
武
将
に
手
厚
い
も
て

な
し
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
紀
行
文
は

「
筑つ
く
し
み
ち
の
き

紫
道
記
」と
し
て
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

同
書
関
係
の
碑
文
も
あ
り
ま
す
。木
屋

瀬
永
源
寺
裏
の
遠
賀
川
堤
防
側
に
扇
天

満
宮
が
あ
り
、国
学
者
伊
藤
常つ
ね
た
り足
文
の
嘉か

永え
い

５
（
１
８
５
２
）
年
の
扇
天
神
石
碑
が

立
っ
て
い
ま
す
。
宗
祇
が
こ
の
地
に
泊

ま
っ
た
時
、天
神
と
名
乗
る
男
か
ら
扇
を

も
ら
う
夢
を
見
て
、
そ
の
後
、
実
際
に
太

宰
府
天
満
宮
で
扇
を
授
け
ら
れ
た
と
い

う
内
容
で
す
。
ま
た
、芦
屋
町
中
央
公
民

館
の
庭
に
は
、「
い
つ
き
か
む
あ
し
や
の

月
の
夕
し
ぐ
れ
」、「
追
か
ぜ
も
待
た
ぬ
木

の
葉
の
舟
出
か
な
」と
詠
ま
れ
た
宗
祇
の

句
碑
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
宗
祇
の
旅
は
、

大
内
政
弘
が
豊
前
・
筑
前
で
少し
ょ
う
に弐
氏
と
戦

い
勝
利
し
た
後
の
た
め
、大
内
氏
の
力
を

誇
示
す
る
意
図
も
持
っ
て
い
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

当
時
、こ
の
地
方
に
栄
え
た
優
れ
た
文

化
の
一
つ
に
芦
屋
釜
が
あ
り
ま
す
。美
し

い
形
と
文
様
を
も
つ
茶
の
湯
釜
が
作
ら

れ
、大
内
氏
の
筑
前
守
護
代
で
あ
る
陶す
え

弘ひ
ろ

護も
り

ら
に
よ
っ
て
京
都
に
土
産
物
と
し
て

持
っ
て
行
か
れ
、名
声
を
博
し
て
い
ま
し

た
。芦
屋
釜
の
製
作
の
終
し
ゅ
う
え
ん焉
は
江
戸
時
代

初
期
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

�

（
芦
屋
歴
史
の
里
）

紀

史

歴

屋

芦

行
そ
の
二
百
七
十
九

▷ �芦屋町郷土史会誌「崗
おか

」の表紙
　丹

にぶにんとうさい

生忍冬齋画
　旅をする宗祇を描いたもの
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